
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 １ 月 

川口市立十二月田小学校 

☆毎月１９日は食育の日☆ 

新
しん

年
ねん

を迎
むか

え、気
き

持
も

ちも新
あらた

たに３学
がっ

期
き

が始
はじ

まりました。冬
ふゆ

休
やす

み中
ちゅう

に生
せい

活
かつ

リズムが乱
みだ

れてしまった人
ひと

はいませんか？寒
さむ

くて起
お

きるのがつらい時
じ

期
き

ですが、早
はや

寝
ね

・早
はや

起
お

きをし、朝
あさ

ごはんを食
た

べて元
げん

気
き

に登
とう

校
こう

しましょう。 
 

冬
ふゆ

が旬
しゅん

の野
や

菜
さい

は、寒
さむ

さで凍
こお

らないよう、細
さい

胞
ぼう

に「糖
とう

」を蓄
たくわ

えるため、甘
あま

く感
かん

じます。また、雪
ゆき

がたくさん降
ふ

る地
ち

域
いき

では、

「越
えっ

冬
とう

野
や

菜
さい

」といって、秋
あき

に収
しゅう

穫
かく

した野
や

菜
さい

をそのまま埋
う

めて

おき、雪
ゆき

の中
なか

で保
ほ

存
ぞん

する方
ほう

法
ほう

があります。寒
さむ

さで野
や

菜
さい

の甘
あま

味
み

やうま味
み

が増
ま

して、よりおいしくなるそうです。冬
ふゆ

ならでは

の野
や

菜
さい

の甘
あま

味
み

、ぜひ味
あじ

わってみてください。 
 

正
しょう

月
がつ

三
さん

が日
にち

が明
あ

けてからも、７
なの

日
か

の「人
じん

日
じつ

の節
せっ

句
く

」、11
１ １

日
にち

の「鏡
かがみ

開
びら

き」、15日
にち

の「小
こ

正
しょう

月
がつ

」

と、正
しょう

月
がつ

行
ぎょう

事
じ

が続
つづ

きます。人
じん

日
じつ

の節
せっ

句
く

には、７種
しゅ

類
るい

の若
わか

菜
な

を入
い

れた「七
なな

草
くさ

がゆ」を、小
こ

正
しょう

月
がつ

には、

小豆
あ ず き

を入
い

れた「小豆
あ ず き

がゆ」を食
た

べて、１年
ねん

の無
む

病
びょう

息
そく

災
さい

を願
ねが

う風
ふう

習
しゅう

があります。年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

のごちそう

で疲
つか

れた胃
い

腸
ちょう

を休
やす

めるのにも、ぴったりな行
ぎょう

事
じ

食
しょく

です。 

また、鏡
かがみ

開
びら

きでは、歳
とし

神
がみ

様
さま

にお供
そな

えしていた鏡
かがみ

もちを下
さ

げて、 

お汁
しる

粉
こ

などにして食
た

べ、家
か

族
ぞく

の健
けん

康
こう

や幸
こう

福
ふく

を願
ねが

います。鏡
かがみ

開
びら

きの 

もちを小
こ

正
しょう

月
がつ

の小豆
あ ず き

がゆに入
い

れることもあります。給 食
きゅうしょく

では、 

１２日
にち

におもちの入
はい

った「お雑煮
ぞ う に

」が登場
とうじょう

します。 
 

 

学
がっ

校
こう

で食
た

べる給
きゅう

食
しょく

は、単
たん

なる昼
ひる

ごはんではなく、栄
えい

養
よう

バランスのとれた豊
ゆた

か

な食
しょく

事
じ

を通
とお

して、健
けん

康
こう

に良
よ

い食
しょく

事
じ

のとり方
かた

、地
ち

域
いき

の産
さん

業
ぎょう

や食
しょく

文
ぶん

化
か

、食
た

べ物
もの

とそ

れに関
かか

わる人
ひと

への感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちなど、さまざまなことを学
まな

ぶための教
きょう

材
ざい

となるも

のです。このように、現
げん

在
ざい

ではさまざまな教
きょう

育
いく

的
てき

効
こう

果
か

が期
き

待
たい

される学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

です

が、もともとは、おなかをすかせた子供
こ ど も

たちのために、学
がっ

校
こう

で昼
ひる

ごはんを提
てい

供
きょう

した

ことが始
はじ

まりです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日
に

本
ほん

の学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は、1889（明
めい

治
じ

22）年
ねん

、山
やま

形
がた

県
けん

鶴
つる

岡
おか

町
まち

（現
げん

・鶴
つる

岡
おか

市
し

）にある大
だい

督
とく

寺
じ

というお寺
てら

の中
なか

に建
た

てられた私
し

立
りつ

忠
ちゅう

愛
あい

小
しょう

学
がっ

校
こう

で始
はじ

まったとされていま

す。大
だい

督
とく

寺
じ

のお坊
ぼう

さんが家
いえ

々
いえ

を回
まわ

ってお経
きょう

を唱
とな

え、いただいた米
こめ

や野
や

菜
さい

、お金
かね

を使
つか

って、貧
まず

しい家
か

庭
てい

の子供
こ ど も

たちに食
しょく

事
じ

を用
よう

意
い

しました。その後
ご

、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は、子
こ

供
ども

たちの栄
えい

養
よう

を改
かい

善
ぜん

するための方
ほう

法
ほう

として国
くに

から奨
しょう

励
れい

され、各
かく

地
ち

へ広
ひろ

まっていきましたが、戦
せん

争
そう

による食
しょく

料
りょう

不
ぶ

足
そく

の影
えい

響
きょう

で実
じっ

施
し

できなくなってしまいました。 

戦
せん

争
そう

が終
お

わり、子
こ

どもたちの栄
えい

養
よう

状
じょう

態
たい

の悪
あっ

化
か

が心
しん

配
ぱい

されたことから、1946（昭
しょう

和
わ

21）年
ねん

に、アメリカのLARA
ラ ラ

（アジア救
きゅう

援
えん

公
こう

認
にん

団
だん

体
たい

）から給
きゅう

食
しょく

用
よう

物
ぶっ

資
し

の寄
き

贈
ぞう

を受
う

け、翌
よく

年
ねん

１月
がつ

から学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

が再
さい

開
かい

されました。当
とう

初
しょ

は給
きゅう

食
しょく

用
よう

物
ぶっ

資
し

の贈
ぞう

呈
てい

式
しき

が行
おこな

われた 12月
がつ

24日
か

を「学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

感
かん

謝
しゃ

の日
ひ

」としましたが、1950（昭
しょう

和
わ

25
２ ５

）年
ねん

度
ど

からは冬
とう

季
き

休
きゅう

業
ぎょう

と

重
かさ

ならない１月
がつ

24日
か

～30日
にち

を「全
ぜん

国
こく

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

」とすることが定
さだ

められました。 

昭
しょう

和
わ

25年
ねん

に、アメ 

リカから寄
き

贈
ぞう

された小
こ

 

麦
むぎ

粉
こ

でパンが作
つく

られ、 

「パン・ミルク・おか

ず」の完
かん

全
ぜん

給
きゅう

食
しょく

が始
はじ

まりました。 

1954（昭
しょう

和
わ

29）年
ねん

に「学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

法
ほう

」が公
こう

布
ふ

・施
し

行
こう

され、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

として実
じっ

施
し

される

ことになりました。それから、時
じ

代
だい

の移
うつ

り変
か

わりとともに、子供
こ ど も

たちの食
しょく

生
せい

活
かつ

を取
と

り巻
ま

く環
かん

境
きょう

は大
おお

きく

変
へん

化
か

し、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

の内
ない

容
よう

も変
か

わっていきました。 

昭
しょう

和
わ

30年
ねん

代
だい

後
こう

半
はん

には脱
だっ

脂
し

 

粉
ふん

乳
にゅう

のミルクが牛
ぎゅう

乳
にゅう

へと切
き

り替
か

わ

り、コッペパン以
い

外
がい

のパンやソフトめ

んなど、主
しゅ

食
しょく

の種
しゅ

類
るい

が増
ふ

えていきま 

した。米
べい

飯
はん

が正
せい

式
しき

に導
どう

入
にゅう

されたのは 

昭
しょう

和
わ

51年
ねん

のことです。 


